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Kotoge　and．Shimo－yokota　in　Shimane　Prefecture
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　中国山地の山あいに小分布する河川成の堆積物から

産出するチョウセンマツなどの亜高山帯針葉樹の化石

はかなり以前から報告されてきた（MIKI，1956など）．

これらの針葉樹化石産地のうち，ウルム氷期と考えら

れるのは下記の13地点（第1図）であり，産出化石は

第1表のようにまとめられる。
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第1表　中国地方のウルム氷期針葉樹化石とその自生地

〈赤木ほか，1970a，1970b，蒜山原団体研究グループ，1975，KOKAWA，1961，HIKI，1950，1956，1957，1958，大西，1974による）

種 名 化　　石　　産　　地 白　　生　　地

12345678910111213ABCDEFGH〃〃獣5澱〃〃■〃！汐blLb．e｛∠UUU．　　　　　　　コヨワマツ ○ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆

沼承〃躍／初5！汐SI［B．etZUCC．　　　　　　チョウセンマツ ○ ○　○　○ ○ ☆ ☆ ☆

〃6躍〃6〃勿！’（HAXIH，）HAYR　　　　　　　　　　マツハダ ○　　　○ ○ ☆

君承㎜協〃SHIRASA－A　　　　　　　　　　ヤツガタケトウヒ ○　○ ☆

君鰍1諭〃既Z認1／R［G［L　　　　　　　　　　　　ヒメバラモミ ○　○　　　　　○ ○ ○ ☆

君メ6四即5／汐（SI［B，etZUCC．）CARRIERE　　　　　　トウヒ ○ ○ ○ ☆ ☆ ☆

な卿∫∠滋〃〃7／CARRIERE　　　　　　　　　　　ツガ ○　　　　　○ ☆　☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆

π　〃拓〃ノ15ブノ診／溜（HAXIH．）HASTERS　　　　　　　　　コメツガ ○　○　○ ○ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆　☆

〃6協吻∠3卿メ瑚ロ汐ん忽（SHIRASAUA）BEISSNER　　トガサワラ ○ ☆ ☆

〃／lg5〃！”7SIEB．etZUCC，　　　　　　　　　　　　　モミ ○ ☆　☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆　☆

夙　〃伽〃／〃なSIEB．et　ZUCC，　　　　　　　　ウラジロモミ ○　○ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆

4　勲g〃”11LINDL［Y　　　　　　　　　　　　　　　　シラベ ○　○ ☆ ☆ ☆ ☆

伽！伽9〃汐ノ吻〃〃／瀞（L．f．）D，DO輔　　　　　　　　スギ ○ ☆　☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆　☆

肋既〃5！3協〃Z”1／（GORD．）CARRIER［　　　　　　　　クロベ ○ ☆　☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆

翩翩〃耀〃5〃〃躍（SI［B，etZUCC．）ENDLICH［Rヒノキ ○ ○ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆　☆

‘〃富〃診彫（SI［B，et　ZUCC，）ENDIICHER　　　　　サワラ ○ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆　☆

〃〃照〃〃〃ル／7SIEB et　ZUCC ゴヨウマツ

自生地：A：屋久島，　B：九州地方，　C：四国地方，　D：中国地方，　E：近畿地方，　F：中部地方，　G：東北地方南部，　H：同北部．

＊　島根大学理学部地質学教室
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第1図　中国地方のウルム氷期植物化石産地（1～13）と火山噴出物の分布

▲：フェルシックな火山，　●：マフィックな火山　K：小峠，S：下横田

　13．山口県阿武郡阿東町地福

　これらの針葉樹化石をみると，現在中国地方に自生

しているゴヨウマツ（ヒメコマツ）・モミ・ツガ・スギ・

ヒノキ・サワラ・クロベなどの，暖温帯から冷温帯に

かけて分布する樹種のほかに，チョウセンマツ・ウラ

ジロモミ・シラベ・トウヒ・コメツガなどの亜高山帯

（亜寒帯）に分布する樹種もみられ，亜高山帯針葉樹林

が，かっては，中国地方にまで分布を拡げていたこと

が明らかである．亜高山帯針葉樹林が，いつ，どφよ

うに繁茂し，どのように消滅していったのか，その変

遷からどのような気候変化が推定されるのか，などは

興味深い問題である．しかしながら，森林相の変遷を

詳細に組み立てるには，これまで報告されている化石

産地はあまりにも少なく，また，その時代についても

詳しくわかっていないことが多い．

　一方，三瓶山や大山周辺の降下軽石や火山灰の研究

が最近著しく進展してきている．さらに，2・3の広

域火山灰層が中国地方でも確認されている．そして，

これらの火山灰層が第四紀層の時代推定や対比に重要

な役割をはたすようになってきている（第2図）．

　また，新しい植物化石産地の発見や花粉分析が行な

われていて，第四紀後期の植物相に関する資料も蓄積

されてきた．今後，「中国地方の第四紀後期植物・花粉

群」という標題で，逐次報告していく予定である．こ

こでは，その第1報として，島根県横田町の2ケ所に

ついて報告する．

　この研究を進めるにあたり，日原中学校・藤井一泰

氏には，小峠付近の試料採取に同行され，種々のご教

示をいただいた．記して感謝します．
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中国地方における第四紀後期火山活動
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　　　　　　　　　　　　　　　　　第2図　中国地方における第四紀後期火山活動

1）種子田・山口（1950）：2）応地（1960）：3）三位（1962）：4）太田（1962a，b）：5）小
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1．小峠付近の第四紀層と花粉分析結果

斐伊川の支流である大馬木川の上流，大峠川と小峠

川の合流点付近には，亜角礫を主とした河川堆積物が

分布し，傾斜した山麓平坦面を構成している（第3図）．

小峠のLoc．1では，道路工事の際に，2層準の亜角礫

層が認められた（第4図）．ここでは，下位の亜角礫層

を亀ヶ市層，上位のものを小峠層と呼ぶ．
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　　　第3図　小峠付近の地点図

国土地理院発行の2万5千分の1地形図「下横田」
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　亀ヶ市層は，厚さ2m以上の亜角礫層で，厚さ約1

mの浮布軽石（U2）におおわれる．

　小峠層は，亀ヶ市層が構成する山麓面を浅く削りこ

んだ谷に堆積した，厚さ約2．5mの亜角礫層で，厚さ

約1mのクロボクにおおわれている．

　浮布軽石は，小峠層を堆積した谷に向ってたれ下が

っていて，亀ヶ市層の堆積後，谷の侵食が始まった後

に，浮布軽石の降下があり，その後，谷がさらに削り

こまれた後に，小峠層が堆積したものと考えられる．

　小峠川と大峠川の合流点近く（Loc．4）においては，

亀ヶ市層が厚さ約20cmの池田軽石（12）をけずりこん

でいるのが観察される．

　また，小峠川の支流（Loc．2）では，川底に厚さ1

m以上の泥層が露出し，トウヒ属の球果破片が産出し

た．この泥層は，厚さ2～3mの亜角礫層におおわれ，

この亜角礫層は，さらに，浮布軽石におおわれている．

　花粉分析を行なった試料番号01はトウヒ属を産出し

た泥層から，試料番号02はLoc．3において浮布軽石

におおわれる亜角礫層中にはさまれる泥炭質泥層から，

試料番号03および04はLoc．1の小峠層から採取した．

　花粉分析結果は第5図に示す．4試料を通じて，48

属の木本種，19属（または科，亜科，節）の草本種が

同定された．

　亀ヶ市層では，花粉（木本種と草本種がほぼ半々）

が多く，胞子は少ない．木本種の中では針葉樹種が多

く，広葉樹種が少ない．針葉樹種の中ではトウヒ属・

マツ属単維管束亜属・ツガ属が多く，モミ属・スギ属

などは少ない．広葉樹種の中ではハンノキ属・カバノ

キ属・ハシバミ属がやや多い．

　小峠層では，針葉樹種が広葉樹種より多いこと，広

葉樹種の中ではハンノキ属・カバノキ属・ハシバミ属

がやや多いことは亀ヶ市層と似ているが，胞子が花粉

に比べて圧倒的に多く，針葉樹種ではモミ属が多くト

ウヒ属はやや少なくなっている．
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2．下横田の第四紀層と花粉分析結果

　下横田の西方約2kmの大谷峠の道路ぞいの崖（第6

図のLoc．5）にみられる第四紀層を下横田層と呼ぶ．

下横田層は，花崗岩を不整合におおう厚さ約3mグ）粗

粒砂層を主とし，基底部に厚さ約40cmの砂まじり泥

層を，中部に厚さ約20Cmの泥炭質泥層をはさむ．頂

部はやや土壌化し，厚さ約50cmのクロボクにおおわ

れている．基底部の砂まじり泥層からツガ属の球果が

産した．

　砂まじり泥層や泥炭質泥層には火山ガラスが含まれ

ている．粒径0．125～0．063mm部分を洗いだし，火山

ガラスの含有量，火山ガラスの形状，重鉱物組成を調

べた．結果を第7図に示す．火山ガラスの含有量は泥

炭質泥層や砂まじり泥層の中下部では10～40％である

が，砂まじり砂層の上部では80％をこえている．露頭

観察では，この部分には砂粒の混入がほとんどなく，

やや炭質な火山灰質泥層であった．火山ガラスの形状

は各層準ともあまり変化がなく，扁平型（吉川，1976）

が70～80％と多く中間型がそれに次ぐ．重鉱物組成で

は，普通角閃石が多く，シソ輝石，不透明鉱物，酸化

角閃石などがそれに次ぐ．シソ輝石の含有量は，火山

ガラスの含有量の多い試料ほど多い．

　花粉分析は，砂まじり泥層と泥炭質泥層とから5cm

毎に採取した12試料についておこなった．結果を第8

・図に示す．11試料から，木本種16属（科），草本種19

属（科，亜科，節）の花粉が同定された．一般的に木

本花粉が多く草本花粉や胞子は少ない．木本花粉では

針葉樹種が多く，広葉樹種は少ない．針葉樹の中では

ツガ属・マツ属単維管束亜属・モミ属が多く，トウヒ

属やスギ属は少ない．広葉樹ではカバノキ属・ハンノ

キ属がやや多い．また，泥炭質泥層にはヤチヤナギと

考えられるヤマモモ属が少ないながらも安定して認め

られる．

3．考　察

　堆積物の時代推定　小峠における浮布軽石と池田軽

石の同定は，それらの分布状況からみて問題ないと思

われる．問題なのは下横田層の層準である．浮布軽石

の分布域内にもかかわらず，下横田層は，クロボクお
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おわれているのみであり，浮布軽石よりも新期である

と考えられる．

　下横田層に含まれる火山ガラスの含有量は層準ごと

に異なるが，形状は，どの層準でも扁平型が多く，ほ

ぼ一致していて，同一の火山灰から供給されたものと

考えられる．重鉱物組成は，火山ガラスの含有量の多

いものほどシソ輝石が多く，ガラスが少ないものほど

普通角閃石が多くなっている．すなわち，普通角閃石

の一部には火山灰起源でないものが含まれていて，も

との火山灰のシソ輝石の含有量はもっと多く，少なく

とも普通角閃石と等量ぐらいであったと考えられる．

　三瓶火山の噴出物の火山ガラスの形状については未

調査であるが，重鉱物組成では，池田軽石や浮布軽石に

は，シソ輝石がほとんど含まれていない（町田，1977）

ので，この火山ガラスが三瓶火山の軽石に起源すると

は考えにくい．シソ輝石の含有量の多い大山や他の広

域火山灰に起源するものと思われる．

　古植生および古気候　幾つかの相違点があるが，3

層の間に共通した花粉組成上の特徴が認められる．す

なわち，木本花粉のなかで針葉樹種が多く広葉樹種が

少ない．広葉樹種は全般に少ないが，その大部分はカ

バノキ層・ハンノキ属・ハシバミ属に占められ，その

他の広葉樹種はほとんどみられない．針葉樹種も単維

管束亜属を主とするマツ属・ツガ属・モミ属・トウヒ

属が大部分で，マツ属複維管束亜属やスギ属はほとん

どみられない．このような針葉樹種の優占する森林植

生として，暖温帯と冷温帯の間に見られるいわゆる中

間温帯のモミ・ツガ林も候補に上げられる．しかし，

トウヒ属が含まれること，マツ属複維管束亜属やコナ

ラ属コナラ亜属などの暖温帯から冷温帯にまたがって

分布する樹種がほとんどみられないこと，広葉樹では

亜寒帯まで分布するカバノキ属・ハンノキ属・ハシバ

ミ属などがやや多いこと，一部にはヤチヤナギと考え

られるヤマモモ属が認められることからみて，亜高山

帯針葉樹林と考えるのが妥当であろう．このような針

葉樹林の南限である紀伊半島では，自生地は標高1，500

m以上の山地である．小峠は標高530mで，下横田は

440mであるから，当時の亜高山帯は1，000m以上低下

していて，当時の気候はかなり寒冷であったと考えら

れる．

　針葉樹林の構成は，各層ごとに異なっている．すな

わち，亀ヶ市層ではトウヒ属・マツ属単維管束亜属が

多く，ツガ属がこれに次ぐ．モミ属はほとんど見られ

ない．小峠層では，上下で大きな違いが見られる．下

位の試料（03）ではツガ属が圧倒的に多く，他の樹種

は少ない．上位の試料（04）ではマツ属単維管束亜属

が多く，モミ属がこれに凍ぐ．トウヒ属・ツガ属も10

％以上認められる．下横田層ではツガ属・モミ属・マ

ツ属単維管束亜属が多く．トウヒ属はほとんど見ら

れない．大西（1974）は，山陰地方の氷期の花粉群に

濡Cθa－HaplO劣ッ10η花粉群とHaplO劣図0ル肋ぎθS花粉群

の2型を認め，両者を時代的な違いと考えた．亀ヶ市

層の花粉組成は前者に属し，小峠層の上位や下横田層

の花粉組成は後者に属するものと考えられる．トウヒ

属の優勢な森林からモミ属の優勢な森林への移行が浮

布軽石を境に起こったものと考えられる．
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